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あらまし：Web 調べ学習では，学習者が学習課題に関する Web リソースを探究し，部分課題へと展開し

ながら，学習シナリオの作成を通して学習課題間の関係を定義していく．しかしながら，学習シナリオの

作成が困難な学習者は，指導者が意図する学習内容を十分に学べずに学習を終えてしまう場合がある．本

稿では，学習向けに構造化されたマイクロ Web の構築を目的として，学習シナリオの自動生成を行い，

その支援システムについて論じる． 
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1. はじめに 
Web上のリソースを用いた調べ学習では，膨大で
多種多様な学習リソースを含む Web 空間を探求し
ながら，学ぶべき学習課題に関する知識を構築して
いく．このようなWeb調べ学習において活用される
Webリソースは，学習者による主体的な学習活動を
行うための教材となる．特に，初等中等教育では，
ある学習テーマに沿った学びを通じ，ICT メディア
リテラシーの習得を目的の一つとして掲げている（1）．
このような背景から，Webリソースを教材として閲
覧しながら，インターネットで効率的に情報を収集
する方法や正しい情報を見極める方法を学ぶ機会が 

増えている． 

一方，Web調べ学習の対象となるWebリソースで
は，テキスト教材の目次のように学ぶべき項目や学
習順序（学習シナリオ）が与えられていない．その
ため，学習者は学習課題を達成するために必要な学
習項目群をWebリソースから見出し，学ぶ順序を決
めて学習を進める必要がある．つまり，Webリソー
スを学びながら，学習シナリオを作成する必要があ
る．そのため，同じ学習課題を学んでいたとしても，
調べ学習プロセスは個別性が高くなる特徴があり，
多様な見方を含むリソース群を横断的に学んでいく
ことで高い学習効果が期待される． 

筆者らは，これまでにWeb調べ学習の遂行を支援
する観点からWeb調べ学習モデルを提案した（2）．ま
た，本モデルに基づき学習可能な支援環境 interactive 

Learning Scenario Builder (iLSB)を開発した．現在は，
iLSB を iPad 上で動作するアプリケーションとした
iLSB-tablet の開発を進めており，学習課題の分節化
と課題展開を支援する属性提示手法を提案し，多面
的・多角的な学習課題の展開を可能とすることが示
唆された（3）． 

このように，学習者による主体的な学習シナリオ
作成が可能である反面，指導者が学習者に学ばせた
いと考える学習項目を含んだ学習シナリオを作成さ
せることは困難である．特に，学習向けに構造化が
なされていないWeb上での学習では，学習者が指導
者の意図する学習項目を漏らすことなく見出しなが
ら学習シナリオの作成をすることは難しい． 

そこで，本稿では，学習向けに構造化したマイク
ロ Web の構築を目的として，Wikipedia の Linked 

Open Data (LOD)を用いた学習シナリオの自動生成
手法について述べ，その手法に基づいて開発を進め
ている支援環境について述べる． 

 

2. Web調べ学習モデル 
本研究では，Web調べ学習を３つのフェイズから
構成されるサイクルモデルとして定義している． 

1. Webリソース探索フェイズ 

学習課題を端的に表すキーワードを用いて
検索サービスから学習に使用する Web リソ
ース群を探索・収集する． 

2. Navigational Learningフェイズ 

Webリソースを閲覧し，学んだ項目をキーワ
ードとして分節化しながら収集し，関係づけ
て学んだ知識を表現する． 

3. 学習シナリオ作成フェイズ 

学んだ項目を表すキーワードのうち，さらに
調べが必要な項目（課題キーワード）を学習
課題の部分課題として展開し，学習課題を構
造化する．  

上記の３フェイズを，部分課題が展開されなくな
るまで繰り返し行う．最終的に，課題キーワードで
構成された木構造として学習シナリオが作成される．
この学習シナリオ作成は，学習者自身が学習課題を
定義するプロセスとみなすことができ，調べ学習で
最も本質的なプロセスであるといえる．  

 

3. マイクロWeb構築のための 
学習シナリオ自動生成手法 

本章では，学習向けに構造化されたマイクロWeb

と，それを構築するための学習シナリオ自動生成手
法について述べる． 

 

3.1 マイクロWebの枠組み 
マイクロWebとは，計算機上に作られた小世界で
あるマイクロワールド（4）を通常の Web 空間に適用
したものであり，学習課題の達成に必要と考えられ
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る Web リソース群を指導者が事前に限定すること
ができる．また，学ばせるべき項目（課題キーワー
ド）を学習前に選定することができる．そのため、
指導者が想定した学習課題に見合う知識構築を学習
者に行わせることができると考えられる．以上のこ
とから，マイクロWebはある学習課題に関するリソ
ース群を事前に構造化した空間を提供するものと捉
えることができる．このようなマイクロWebを設計
するためのアプローチとして，DBpedia（5）が提供す
るWikipediaの LOD（6）を用いる．  

LODとは，Linked DataというWeb上でのデータ
公開形式とされるデータセット群で，Web上で関連
しているデータをリンク形式で表現しており，誰で
も二次利用できるオープンなデータのネットワーク
とみなせる．また，機械処理が容易なデータ表現形
式 RDF (Resource Description Framework)を使用して
いる． 

このようなデータを扱う DBpedia は，Wikipedia

上に存在するページの項目名やページ間の関係につ
いて，データベース問い合わせのためのクエリ言語
SPARQL（7）を用いて取得することができる．本研究
では，SPARQLクエリを用いて DBpediaよりデータ
取得を行い，学習シナリオの自動生成を行う． 

 

3.2 学習シナリオ自動生成手法 
本研究で自動生成される学習シナリオは，指導者
が事前に選定した課題キーワード群で構成される． 

本研究では，これまでに Wikipedia のページ名に
着 目 し て ， DBpedia が 提 供 す る プ ロ パ テ
ィ”wikiPageWikiLink”に着目した学習シナリオ自動
生成を行ってきた（8）が，任意の課題キーワードにつ
いて取得できる情報量が多く，また生成された学習
シナリオに含まれる課題キーワードから部分構造が
展開されずに，深さのない広がりだけを持ったシナ
リオが生成されてしまい，学習課題に関する適切な
部分構造が得られない問題があった（9）． 

そこで，特定の分野に関する内容が端的にまとめ
られた Wikipedia のカテゴリ名に着目することで，
膨大なページを含む Wikipedia からより信頼性のあ
る課題キーワードを用いて課題構造を作成できると
考えた．また，学習課題に関するシナリオの部分構
造が深さ・広がりを持つために，あるカテゴリ概念
が別の概念より狭義な概念を持つことを表すプロパ
ティ”is skos:broader of”を用いたSPARQLクエリによ
って学習シナリオの自動生成を行っている． 

 

4. 支援システム 
本支援システムのユーザインタフェイスを図 1に
示す．本システムでは，Web調べ学習モデルに基づ
いてWebリソースの探索・閲覧，学んだ項目の分節
化・関連付け，学習シナリオ作成が行える環境であ
る． 

学習シナリオ自動生成手法に基づき，指導者が設
定した学習課題（初期課題）と事前に選定した課題
キーワードを用いて，自動的に初期課題に関する学
習課題構造を作成する機能を有している． 

 
図１ ユーザインタフェイス 

5. まとめ 
本稿では，マイクロ Web 構築を目的として

Wikipediaの LODを用いた学習シナリオ自動生成手
法を提案し，その手法に基づいて支援環境を開発し
ている．今後は，自動生成により得られた学習シナ
リオの妥当性を検証する． 
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